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要旨

当校看護学生の自己受容と学生の特性について、 学生の自己評価を通して実態を知り、 自己受容と学生の特性

の関係を明らかにすることを目的に、 当校学生96名を対象にアンケー卜調査を行った。その結果は以下の通りで

ある。

l 当校看護学生の自己受容は沢崎の調査 した一般女子大学生よりも高い。自己受容の高い学生が49%(47名)， 

自己受容の低い学生が51% (49名)であった。

2.看護学生と して特性が多いと評価 している学生が52%(50名)，特性が少ないと評価 している学生が48%

(46名)であった。

3. 自己受容と学生の特性は X2検定の結果関係があった。

キーワード・ 自己受容，学生の特性，自己評価

はじめに

看護教育においては、 専門職業人として必要な知

識 ・技術の習得と同時に、人格形成も大きな教育

上の課題である。梶田は})r自分自身に対して否

定的な感情を持っている人は、他者に対しても否

定的な感J↑青を持っており、自分自身への感情が肯

定的な方向へ変化していくと、他者への態度も肯

定的になっていく 」と述べている。 したがって看

護者は、 他者を肯定的に捉える為に、まず自己受

藤ら 2)は 「人格形成をする為に自己を客観的に評

価する力をもっていることが重要である」と述べ

ている。そこで、今回当校の学生の自己受容と当

校教師の望む看護学生の特性について、 学生自身

の自己評価を通して調査し、考察したので報告す

る。

《用語の操作上の定義》

自己受容 :ありのままの自分をそのまま受け入れ

る

容 していることが必要である。今まで、 看護学生 特 性 ・看護学生が身につけていることが期待

の自尊感'情についての調査はみられるが、 看護学 される特別の性質

生の自己受容についての調査は少ない。また、 佐
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目的

1. 当校看護学生の自己受容の実態を明らかに

する。

2. 当校教師の望む学生の特性について、 学生

の自己評価を通して実態を明らかにする。

3. 自己受容と自己評価における学生の特性の

関係を明らかにする。

方法

1.調査対象 :対象は、 本校 l学年から 3学年

までの全学生96名である。

2.調査時期:平成 7年6月

3.調査方法 :自己受容と学生の特性について

質問紙法によるアンケート調査を行った。

4. 回収率・有効回答率 :100% 

5.調査内容，分析方法:自己受容は、沢11碕が

独自に作成した新しい自己受容測定のための

質問紙6.7)を用いた。項目数は全部で37あり、

各項目は5領域の 1つに該当するようになっ

ている。

身体的自己(8項目):主として身体面や外見に

関わるもの

精神的自己(15項目):主としてパーソナリティ

に関わるもの

社会的自己(7項目):主として社会生活に関わ

るもの

役割的自己(5項目):主として自己の役割に関

わるもの

全体的自己(2項目):自己の全体像に関わるも

の

なお、役割的自己のうち、 「夫または妻として

の自分JI父親または母親としての自分」の2項

目は該当者がいなかったので分析から除外 し、 分

析の対象は35項目とした。

回答は 5件法とし、 「それでまったくよい、そ

のままで良いJ(積極的受容)を5とし、次に 「そ

れでまあまあよい、それでかまわないJ(消極的

受容)を4、「どち らでもない、わか らない」を

3、「それではいやだ、少し気になるJ(消極的拒

否)を2、「それではま ったくいやだ、 気にいら

ないJ(積極的拒否)を lとした。そして各項目
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ごとに自分にあてはまるものを 1つ選択させた。

自己受容尺度は、回答の選択肢をそのまま得点化

し積極的受容を5、消極的受容を 4、不明を3、

消極的拒否を2、積極的拒否を 1として、 各領域

及び全項目の合計得点を求めた。この得点が高い

ことが自己受容が高いことを意味する。

もうひとつの質問紙である学生の特性について

は、 21世紀の期待される看護職者のための教育の

ひとつの視点である自己教育力の育成や赤卜字看

護教育目的・目標を踏まえて、 当校教師の望む学

生の特性30項目を作成し、 回答は2件法とした。

「ある」を 1、「ない」を0として得点化した。

自己受容は平均点を中心として高い群と低い群

に、特性についても特性が多いと自己評価してい

る群と少ないと 自己評価 している群とに分けた。

自己受容の平均値の検定には t検定、自己受容と

学生の自己評価による特性の関係は、 χ2検定を

行った。

結 果

1. 学生の自己受容について

自己受容の35項目それぞれについて、 平均得点を

求め、沢崎の調査した一般女子大学生(以下一般

女子大学生とする。) と比較し、 差を検定したと

ころ、 表 1のような結果となった。これを見ると

明らかなよう に35項目中16項目に有意な差がみら

れている。しかもこの16項目すべてについて当校

学生の得点が高い。この16項目を領域別にみると、

身体的自己が 8項目中 3項目、精神的自己が15項

目中7項目、社会的自己が 7項目中 1項目、役割

的自己が 3項目中 3項目、全体的自己が 2項目中

2項目となり 、割合から言えば一般女子大学生よ

り、精神的自己、役割的自己などで受容度が高い。

自己受容の 5つの領域の各得点と35項目全体の得

点を求めて、 一般女子大学生とその差を t検定し

たところ表 2のような結果となった。身体的自己、

精神的自己、社会的自己については有意差がみら

れず、役割的自己、 全体的自己及び合計得点にお

いては、いずれも当校学生の方が一般女子大学生

に比べて 1%水準で有意に高い得点、を示してい

る。

次に当校の学生のみにおいてみてみると、本校学

生全体の自己受容の平均点は118.26であり、 l学
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表1 各項目ごとの平均得点、の比較

項 目 一般女子大生 当校看護学生 有意水準

1 年 齢 3. 98 o. 09) 3. 96 (1. 16) n.5.. 
2 性 男IJ 3. 87 o. 23) < 4. 30 (0. 93) * *. 
3 体 力 3. 09 o. 11) 3.29 (1. 26) n.5 

4 健康状態 3. 51 O. 14) 3. 49 (1. 24) n.5 

5 顔立 ち 2. 62 (0.99) 2.80 (1. 16) n.5 

6 体つ き 2.04 (0.89) < 2.27 (1. 24) * 
7 知 性 2. 38 (0. 91) 2.30 (1. 06) n.5. 

8 運動能力 2. 64 (1. 02) < 3. 11 0.27) ** 
9 月R 装 3. 12 (0.83) < 3. 48 (0. 91) * * 
10 職 業 3. 87 O. 12) 3. 70 (1. 16) n.5. 

11 経済状態 3. 06 o. 15) 3. 10 (1. 14) n.5. 

12 性的能力 2. 72 (0. 83) 2. 86 o. 04) n.5. 

13 家 族 3. 97 (1. 06) 4.21 o. 14) n.5. 

14 住 居 3. 60 (1. 12) 3. 71 0.38) n.5. 

15 人間関係 3. 26 (1. 06) 3. 45 (1. 22) n.5. 

16 生 き 方 3. 03 O. 09) < 3.42 (1. 11) ** 
17 社会的地位 3. 27 (0. 91) 3. 38 o. 02) n.5 

18 やさしさ 3. 29 (0. 87) < 3. 68 (0. 97) ** 
19 まじめさ 3. 43 (0. 91) 3.54 (1. 08) n.5. 

20 明 る さ 3. 53 (0. 96) < 3.94 0.01) ** 
21 積極性 2.87 (1. 11) 2. 94 (1. 08) n.5. 

22 協調性 3. 27 o. 00) < 3. 65 o. 02) ** 
23 情緒安定度 3.00 (1. 13) 3. 20 o. 05) n.5. 

24 忍耐 力 3. 22 (1. 13) 3.42 (1. 10) n.5. 

25 指導 力 2.70 (1. 02) 2.52 (1. 08) n.5. 

26 のんきさ 3.51 (1. 01) 3. 24 (1. 17) n.5. 

27 決 断 力 2. 76 (1. 10) 2. 85 o. 19) n.5. 

28 思いやり 3. 31 (0. 91) < 3. 84 (0. 87) ** 
29 責 任感 3. 35 (0. 98) < 3. 76 (1. 06) ** 
30 や る 気 3. 08 o. 05) < 3.42 (1. 07) * 
31 男(女)とし 2.95 (1. 02) < 3. 66 (1. 11) ** 

ての自分

32 子供として 2. 99 0.02) < 3. 50 o. 15) ** 
の自分

33 兄弟の一員と 3. 23 (0. 93) < 3. 75 (1. 14) ** 
しての自分

34 過去の自分 2.74 (1. 11) < 3. 15 (1. 27) ** 
35 現在の自分 2. 92 o. 01) < 3.39 (1. 21) ** 
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図 1 当校看護学生の自己受容
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図 2 当校看護学生の特性 (自己評価)

年の平均は123.03、 2学年114.71、 3学年

116. 79であった。学生96名の内、自己受容の

高い学生は、49%(47名)で自己受容の低い

学生は51%(49名)であっ た。学年別にみて

みると、自己受容の高い学生は、 1学年では

62% (21名)、 2学年では38%03名)、 3学

年では46%(13名)であった(図1)。

2. 当校教師の望む学生の特性について

(学生の自己評価より)

学生96名の内、特性が多いと評価 している学

生は52%(50名)、特性が少ないと評価して

いる学生は48%(46名)であっ た。学年別に

みてみる と、 特性が多いと評価 している 1学

年は、88% (30名)、 2学年は26% (9名)
( )内の数値はSDである。

3学年は43%(11名)であっ た (図 2)0 1 

学年と2学年及び 1学年と 3学年における特性が

*p<.05 **p<.Ol 

表 2 自己受容の各領域ごとの得点差

事責 域 一般女子大生 当校看護学生 有主力陣

身体的自己 24. 40 (4. 75) 26. 09 (9. 30) n.5 

精神的自己 46.74 (8. 74) 49.7105.92) n.5 

社会的自己 24.12 (4.41) 25. 02 (7. 97) n.5 

役割的自己 9. 17 (2. 30) 10. 91 (3.40) ** 
全体的自己 5. 65 (1. 70) 6. 53 (2. 49) ** 
合計得点 109. 7506. 78) 118. 26 (20. 65) ** 
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多い学生の割合の差の検定結果は、 5%水準で、有

意差がみられた。 2学年と 3学年間に差はみられ

なかった。

3.自己受容と学生の自己評価による特性につ

いて

自己受容と自己評価による特性の分布は表 3の

とおりである。自己受容が高く、自己評価におい

て特性が多いととらえている学生が34%(33名)

で、自己評価において特性が少ないと とらえてい
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表 3 自己受容と自己評価による学生の特性

議で
多いと評価 少ないと評価

(N =50) (N =46) 

高い 33 14 

(N =47) (34%) (15%) 

低い 17 32 

(N =49) (18%) (33%) 

N=96 (単位:%) 

る学生が、 15%(14名)であった。自己受容が低

く、自己評価において特性が多いととらえている

学生が、 18%(17名)で、自己評価において特性

が少ないととらえている学生が、 33% (32名)で

あった。両者間で χ2検定を行った結果有意差が

あり (P<0.01)、関係があった。

考察

沢崎の作成したスケールで調査 した一般女子大

学生と当校学生の自己受容の比較をした結果、 当

校学生の自己受容の方が全体的に高かった。柏木

は3)I自己受容については、 一般的な発達傾向よ

りも、 青年のおかれた社会的状況、 経験がいかに

これに関与するかを明らかにすることが重要であ

る」と述べ、 MorseSら4)の研究では他者との聞

に起こった経験の内容や出会った他者の特性いか

んによって自己尊重が低下させられたり、逆に向

上し安定したものになったりする事情を分析して

いる。看護学生は、入学時点、よりある程度自己の

社会の中での役割を感じているうえに、臨床実習

なども経験し、様々な人達との出会いや経験によ

り、自己が確立してし1く機会となり、 一般女子大

学生よりも自己受容が高く 表れているのではない

かと推測する。

2、 3学年において看護学生としての特性が少

ないと評価している学生が多いのは、 学校内にお

ける教師との関わりや臨床実習における指導者と

の関わりの中で、自己の人間的未熟さを指摘され

たり、 自ら気付いたりすることにより、 自分自身

をみつめる機会が多くなり、 自己を客観的に見つ

め、自らを正しく認識しようとする姿勢と能力が

養われてきている結果ではなし1かと考える。

自己受容の高い学生は、自分自身の特性も多い
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ととらえており、自己受容の少ない学生は、 自分

自身の特性も少ないととらえている。岸田は5)I自

己受容の特色のーっとして、自分を価値ある人間

として知覚する。」と述べている。そこで教師と

して一人一人の学生と関わっていく仁|コで、自己受

容の低い学生に対しては、その学生の持つ特性を

認め、 誉めてやり、自己を価値ある存在と思わせ

るような関わりが必要であり、今後は自己受容を

個々にとらえて指導にあたってし1く必要があると

考える。

まとめ

1. 当校看護学生の自己受容は一般女子大学生

よりも高い。自己受容の高い学生が49%(47 

名)、自己受容の低い学生が51% (49名)で

あった。

2.看護学生としての特性が多いと自己評価し

ている学生が52%(50名)、特性が少ないと

評価している学生が、48%(46名)であ った。

3.学生の自己受容と看護学生の特性の自己評

価は χ2検定の結果関係があった。

今後、経時的に自己受容の変化をみていく

ことが必要であり、 学生個々の個性や能力に

価値を見いだせる教育、そして、 学生に自分

自身の価値を気付かせられる教育をしていく

ことが必要である。
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